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令和６年度第 5１回ＬＰガス保安に関する講演会の開催について（ご案内） 

 

 平素から、当協会の事業に格別のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、このことについて、日本ＬＰガス協会から別添のとおり案内がありましたので

お知らせします。 

受講を希望される場合には、直接、日本ＬＰガス協会のホームページからお申し込み

ください。 

 

 

 

一般社団法人山口県ＬＰガス協会事務局 

TEL.083-925-6361/FAX.083-923-8366 

e-mail：info@y-lpgas.jp 



  

令和６年度 第 51 回 LP ガス保安に関する講演会 

開催要旨： 
 1951 年、わが国に「高圧ガス取締法」が制定されてから 73 年という⻑い期間が経過しました。 
1996 年には「規制緩和推進計画」の基本方針等に沿いつつ、高圧ガス保安レベルの維持、向上のため、各種
規制の見直しを行いながら「高圧ガス保安法」と改称されました。  

関係各位におかれましては、この自主保安型の法律に対応するため、自己責任を基本とした事故防止対策
等に常日頃、鋭意努力されておられることと存じますが、弊協会としても LP ガス製造事業者及び同消費施
設設置事業者等を対象とした恒例の保安講演会（本年度で 51 回）を下記により開催し、保安啓発を図り、
将来に向かって LP ガス産業の益々の発展を期したい所存であります。つきましては、ご多忙の折とは存じ
ますが、多数ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

記 
１．対象者 LP ガス業界関係者（生産・輸入基地、二次基地、充填所、

オートガススタンド及び工業用消費者等） 
２．日時 令和 6 年 9 月 6 日（金）13：30〜15：35 ライブ配信 

令和 6 年 9 月 9 日（月）13：00〜9 月 13 日（金）18：00 録画配信  
３．開催形式  ZOOM によるオンライン形式 
４．視聴方法  ホームページからお申込みが必要となります。 
         申し込みは 8 月 2 日（金）より受付開始。 

https://www.j-lpgas.gr.jp/wbnr/hoan2024/info/ 
※ お申込みいただいた方全員にライブ配信視聴用と、 

録画配信視聴用のメールを送信させていただきます。 
５．受講料   無料 
６．テキスト お申込みの際にダウンロード URL をご案内します。 
７．修了証 事務局からのメールにてダウンロードいただけます。 

●セミナープログラム  
時間 演題 講演者 

13:30～13:35 開会挨拶 

13:35～14:25 最近の高圧ガス保安行政について（仮） 経済産業省 

14:25～14:30 休憩 

14:30～15:30 
安全指示をうまく伝える方法 

～言ったつもり、聞いたつもりの勘違い～ 

独立行政法人労働者健康安全機構 

労働安全衛生総合研究所 

安全研究領域特任研究員 

高木 元也 氏 

15:30～15:35 アンケート・終了挨拶 

 
主主催催  日日本本 LLPP ガガスス協協会会  

東京都港区⻁ノ門１丁目 14 番１号（郵政琴平ビル 4F） 
TEL: 03-3503-5741  FAX:03-3580-7776 
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肩 書 ： 独立行政法人労働者健康安全機構  

労働安全衛生総合研究所 安全研究領域特任研究員 

博士（工学） 

 

略 歴 ： 1983年 名古屋工業大学工学部土木工学科卒業 

1983年～1991年  佐藤工業株式会社 建設現場（本四架橋、シンガポール地下鉄工事、 

中部電力浜岡原子力発電所工事）の施工管理業務、土木設計業務等 

1991年～1992年  早稲田大学システム科学研究所（企業派遣留学） 

1992年～1995年  佐藤工業株式会社 総合研究所 研究員 

1995年～1997年  財団法人建設経済研究所 研究員（社外出向） 

1997年～2004年  佐藤工業株式会社 総合研究所 主任研究員 

2004年～  独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 入所 

2013年～2017年  同 リスク管理研究センター長 

2018年～2021年  同 安全研究領域長 兼 建設安全研究グループ部長 

2021年～現在  同 安全研究領域特任研究員 

 

研究分野： リスクマネジメント、ヒューマンエラー、建設業および第三次産業の安全、中小企業問題 

 

研究業績（原著論文、総説)： 

『タブレット端末を用いた建設作業者向け安全教材の導入教育への利用可能性』土木学会論文集F4、2013 

『頻発する死亡災害に対するリスク低減対策の評価に関する研究』土木学会論文集F4、2014 

『小売業における労働災害の実態と防止活動の推進方策』安全工学、2015 

『中小企業に対する労働安全行政の指導に係る実態調査』土木学会論文集F4、2015 

『中小建設業における安全教育の実態と課題』土木学会論文集F4、2016 

『欧米諸国における中小企業を対象とした労働安全衛生行政施策のわが国への適用について』安全工学、2017 

『建設業における外国人労働者の活用と労働安全衛生上の課題』安全工学、2018 

『産業分野別にみた中小企業の安全管理活動の特徴』安全工学、2019 

他 

 

委員歴（2019年～）： 

人生100 年時代に向けた高年齢労働者の安全と健康に関する有識者会議（厚生労働省） 

鉱山保安指導員（経済産業省北海道産業保安監督部） 

消費者安全調査委員会専門委員（消費者庁） 

小売業、社会福祉施設及び飲食店における安全衛生管理体制のあり方に関する検討委員会（中央労働災害防止協会） 

建設業における外国人労働者の教育及び安全衛生標識等就労環境のあり方に関する検討委員会（建設業労働災害防止協会） 

 

テレビ解説（2020年）： 

NHK「クローズアップ現代+」 『あなたはいつまで働きますか?～多発するシニアの労災～』なぜ起きるクレーン事故 

NHK「ニュースウオッチ9」 『急増する高齢者の労災』 

 


